
福祉懇談会（満日地区） 

 

日時：令和６年６月２９日（土）13:30～15:00 

会場：旧満日小学校 

出席者 

満日コミ協 菅井会長、杵鞭副会長、大田副会長（満願寺町内会長）、柳澤副会長（七日町町内会長）、

小濱会計、杵鞭事務局、小池事務局次長 

      小檜山教育・文化部副部長、皆川環境・安全部長、皆川福祉・健康部長、 

帆苅福祉・健康部員、杵鞭福祉・健康部員、小濱福祉・健康部員、髙橋福祉・健康部員、 

山田福祉・健康部員（七日町民生委員） 

満日コミ協社会福祉部特別部会 井上部員、田中部員（満願寺民生委員、満願寺老人クラブ会長） 

癒しの里連絡協議会 満日の里 桑野さん、けやき福祉園 佐藤さん、ぶどう工房 志田さん 

秋葉区社協 横山事務局長補佐、熨斗、米山 

 

  課題・具体的な取り組み（現況） R６年度の取り組み 備考 

コ
ミ
協 

取
り
組
み 

〇コミ協事業について 

・これまでの事業を継続して実施。 

・相談先一覧表について作成を検討する。 

 

 

 

 

〇買い物送迎支援 

・現在の利用者は 10名。 

・買い物支援の利用者は楽しみにされている様子で感謝

の言葉が多い。 

・施設に協力をしてもらっているが、コミ協としての負

担が少ないように感じ、そのままでいいのかと感じて

いる。 

・検討会については課題等がなければ行う必要はない

か。 

■コミ協事業 

・継続して実施。コミ協事業として 

現状や課題等を整理しながら取り

組む。 

・相談先一覧表の作成を検討する。 

 

■買い物送迎支援 

・コミ協事業として継続して実施。

検討会については必要に応じて実

施予定。 

 

 

 

 

 

 

コミ協  

 

 

 

 

 

 

コミ協 

癒しの里連絡協議会 

 

 

 

 

 

 

 



・（満日の里）2週間に 1回の送迎支援で限られた人数 

であり、支援の流れができているため、負担はほとん

どない。 

・（けやき福祉園）なるべく職員やけやき福祉園の利用者

も関われるようにローテーションを組んでいる。冬場

の支援については検討が必要だと思われる。 

・（ぶどう工房）課題等に思っていることはない。施設

側としても地域交流ができてよい。 

 

〇未来ビジョンについて 

・癒しの福祉ゾーンの行事と連携しながら考えていき

たい。 

・（癒しの里連絡協議会）癒しの福祉ゾーンでのグリー

ンフェスタや癒しの福祉ゾーンの夏祭りはコロナ禍

で休止しており、R６年度も休止。R7年度は検討

中。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■未来ビジョン 

・癒しの里連絡協議会と連携しなが  

 ら活動を行っていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミ協 

癒しの里連絡協議会 

 

総
務
部
会 

会
報 

・コミ協だよりを年 2回８月、２月に発行している。 

・総務部として各部会や地域の課題解決を 1つでも多

くしていきたい。 

 

 

■コミ協だより発行 

・周知を継続していく。 

 

 

 

コミ協総務部 

 

 

 

 

教
育
・
文
化
部 

交
流 

・世代間交流として花植え、さつまいも栽培と収穫祭

を行う。 

・旧満日小学校の体育館で年２回６月、９月に休日親

子ふれあい広場を行う。昨年度、7月の第１回は２

４名、９月の第２回は２０名の参加があった。回覧

板を回し、周知を行ったが参加者は少ない印象だっ

た。スタッフ 4名での対応だったため、負担が大き

 

 

■休日親子ふれあい広場 

・今年度も継続して実施し、PTA委

員会とも連携しながら世代間交流

につなげる。 

 

 

 

コミ協教育・文化部 

 

 

 

 



かった。今年度は阿賀小学校の PTA委員会から６名

が子どもも連れて参加してくれる。小学生は友達同

士で参加できるようにしたい。 

・１１月に阿賀小学校と連携しながら文化祭を行い、

１月にはどんど焼きを行う。 

 

 

 

 

 

環
境
・
安
全
部 

防
災 

・クリーン作戦を行い、高速道路側道側溝ごみの点検

と清掃を行った。 

・交通安全教室では子どもだけではなく、高齢者も含

めた活動をしていきたい。 

・今年度は七日町、満願寺の自主防災を中心として防

災体制の整備に向けて取り組んでいく。 

 

 

 

 

■コミ協としてどこまでできるのか

町内会と連携しながら整備する 

 

 

 

コミ協環境・安全部会 

福
祉
・
健
康
部
会 

健
康
講
座 

〇健康講座 

・６月に DVD 鑑賞を行ったが、人数が少なかった。事

前に上映内容について周知しておけばよかった。 

・新規の人の参加者がない。 

・年間予定の回覧や周知の案内をしている。 

・内容についての簡単なアンケートを実施予定。 

・どうしたら参加するか、参加して何をしたいか聞きた

い。 

・隣の方にも声をかけて、参加者が増えるよう盛り上げ

てほしい。 

・参加者の人数はあまり気にしなくてもよいのではない

か。参加したくない自由もある。 

・老人クラブとしても参加してもらえるように声かけを

している。 

・健康講座に参加したくても移動手段がないために参加

できない人もいる。 

■健康講座 

・参加者が増えるよう検討し、アン

ケートを実施予定。 

コミ協福祉・健康部会 



地
区
社
協
特
別
部
会 

取
り
組
み 

〇まんまるサロン 

・継続して実施し、できるだけ多くの方と楽しみたい。 

・参加者が少なく、メンバーも同じことが多いため、工

夫が必要。 

・コミ協の役員の方にも参加してほしい。 

 

〇生き活き講座 

・今年度も年２回継続して実施する。 

 

〇フレイル予防教室 

・９月頃に実施予定。 

 

〇声かけ訪問活動 

・４人の訪問員で見守りを継続して行っている。 

・訪問者は 9名。入院や入所で人数が減っている。 

・今年度から訪問時に非接触型の体温計を持参し、希望

者の方の健康管理を行う。 

・新たな対象者の把握として民生児童委員や町内・自治

会と連携して、情報共有が必要。 

・友愛訪問と声かけ訪問の人数は合っていない。 

・現在の７５歳以上の対象の条件だけでよいのか。条件

を広げての訪問も必要か。 

・コミ協として声かけ訪問が必要な方が地域にどれだけ

いるのか調べた方がよい。 

・接し方が難しくガイドラインを作成し、訪問員に渡せ

るとよい。 

・コミ協事業であるが役員が訪問者、訪問員を把握でき

ていなかった。 

■今年度も継続して実施 

 

 

 

 

 

■今年度も継続して実施 

 

 

■今年度も継続して実施 

 

 

■声かけ訪問活動   

・7 月に引き継ぎを行い、現状や課

題を整理しながら継続して実施。 

・コミ協として訪問員のガイドライ

ンを作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミ協福祉・健康部 

 

 

 

 

 

コミ協福祉・健康部 

 

 

コミ協福祉・健康部 

 

 

コミ協 

地区社協 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

・７月に引き継ぎを行う予定。現状や課題を整理したい。 

 

〇ボランティア講座 

・昨年度、買い物送迎支援をきっかけに施設のことを知

ってもらい、地域の方との交流で「障がいの理解」講

座を実施したが、けやき福祉園は管理者が変更とな

り、講座についての引き継ぎはなかった。今年度も実

施となれば、コミ協・癒しの里連絡協議会・区社協と

検討していく。 

 

 

■ボランティア講座 

・今年度も実施するか検討する。 

 

 

コミ協 

癒しの里連絡協議会 

区社協 

福
祉
事
業
所 

課
題 

・大規模自然災害が起きた場合、癒しの福祉ゾーンが

避難所として協力できる。 

・洪水となった場合にどこに避難すればよいか検討が

必要。（特に入所施設） 

・七日町に「ひなぎく」という小規模多機能型居宅介

護の福祉事業所があり、災害時等の不安や地域との

関わりで模索しているようである。次回の懇談会の

際でも呼んでみてはどうか。 

 

 

 

 

・次回の懇談会での参加についてコ

ミ協と検討する。 

 

 

 

 

コミ協 

区社協 


